
    平成 27 年５月 15 日 各 位 会 社 名 株式会社エンビプロ・ホールディングス 代 表 者 名 代表取締役社長 佐 野 富 和 （コード番号：5698 東証第二部） 問 合 せ 先 取締役 鈴 木 直 之 （ TEL. 0544-58-0521）  
業績予想の修正に関するお知らせ  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年８月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。  記  １．当期の連結業績予想数値の修正（平成 26 年７月１日～平成 27 年６月 30 日）  売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円） 当期純利益 （百万円） １株当たり 当期純利益 前回発表予想（Ａ） 38,729 745 897 558 86 円 40 銭 今回修正予想（Ｂ） 32,770 702 928 640 98 円 96 銭 増減額（Ｂ－Ａ） △5,959 △43 31 82  増減率（％） △15.4% △5.8% 3.5% 14.7%  （参考）前期実績 （平成 26年６月期） 35,786 504 726 551 91 円 80 銭  ２．修正の理由  売上高は、当社主要品目である鉄スクラップ相場が東京製鉄岡山海上特級価格（東京製鉄が鉄スクラップを買取している単価であり、鉄スクラップ市況の一指標となります。）で前年同期と比べ下落した影響を受け売上単価が減少し、また鉄スクラップ輸出においては主要輸出先である韓国の主要港において滞船状態が発生する等輸出環境が悪化したこと等により、前回予想を15.4％下回る見込みであります。 営業利益につきましては、鉄スクラップのマーケット環境変化を見据えた東南アジアへの販売及び小ロット販売による収益貢献、非鉄金属販売増加による収益、太陽光発電所の開発収益計上等により収益確保を目指しましたが、販売数量減少による影響を補うまでには至らず、前回予想を 5.8％下回る見込みであります。 一方経常利益につきましては持分法適用会社の業績が堅調に推移する見込み、また為替差益の計上等により、前回予想を 3.5％上回る見込みとなります。 



 また当期純利益につきましては固定資産の売却による特別利益の計上等により、前回予想を14.7％上回る見込みとなります。  ※上記の業績予想は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 以 上 


